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動物愛護センターは、平成26年4月23日に開所
しました。昨年2周年を迎え、記念イベントを行い
ました。譲渡動物の写真展示、動物クイズ、工作
などで来所者に楽しんでいただきました。 

開所2周年記念イベント（4月30日） 

 動物愛護センターでは、犬猫の譲渡の他、猫とのふれあい会、犬のしつけ方教室・個別相談、
地域猫活動支援、出前愛護教室、動物介在活動犬の育成・譲渡などを行っています。 

 平成28年度は、犬40頭・猫112頭が新しい飼い主に譲渡されました。 

犬と猫とのふれあい会（5月4日） 

警察犬が来るよ（7月18日） 

獣医師の仕事体験教室（7月23日） 

センターでのイベントなど（平成28年度） 

センターで飼育している犬猫とお散歩体験などで
触れ合っていただきました。ペットのお手入れ教
室、ペットの写真撮影教室、同行避難グッズの展
示なども行いました。 

センターに２頭の警察犬が来ました。犯人の匂い
を追跡する訓練や犯人の逃走を阻止するために、
腕に噛みつかせる訓練の実演を見学しました。 

小学生を対象としてセンターでの獣医師のお仕
事体験をしました。聴診器を使って動物の心音を
聴いたり、糞便中の寄生虫卵を顕微鏡で観察し
たりしました。 



  

  
  
 
 
 
 

 

1日職場体験（8月3日） 

犬のトリマーになってみよう（8月8日） 

動物愛護センターフェスティバル（10月9日） 

来場1万人達成（8月7日） 

8月7日、センターの来場者が1万人に達しました。猫とのふれあい会
に家族4人で訪れた北方町の小学生が1万人目となりました。センター
から県のマスコットのミナモぬいぐるみを贈呈しました。 

美濃中の中学2年生12名が、センターの仕事を
体験しました。飼育部屋の掃除、餌の準備、犬の
散歩、犬猫のブラッシングなどをしました。 

小学生がトリマー体験をしました。トリマーの仕事
やトリミングの必要性について話を聞いた後、実
際に犬のブラッシングとシャンプーをしました。 

犬のトレーナー体験教室（2月26日） 

犬猫クイズ、犬の飼い方カルタ、犬のひっぱり紐
作り、迷子札作りなどの他、心臓の音を聴診器で
聞いたり、犬猫とのふれあいをしました。 

ゲームを通して犬の頭を体験したり、犬と仲良く
なる挨拶を学びました。実際に犬のトレーニング
体験をして、しつけの大切さを学びました。 



  

  
  
 
 
 
 

 

 犬のしつけ方教室・個別相談 

 動物介在活動犬の育成・譲渡 

 地域猫活動の支援 

動物愛護センターの仕事体験（3月26日） 

岐阜県動物愛護センター 
 美濃市片知593     電話：0575-34-0050       FAX ：0575-34-8228 
 開館：9:30-16:30    休館：毎週火曜日及び祝日の翌平日 12/29～1/3 

小学生が、センターの仕事を体験しました。飼育
部屋の掃除、餌の準備、犬の散歩、犬猫のブ
ラッシングなどをしました。 

初めて犬を飼う方や犬の飼い方で困っている方など、犬のしつけ方につ
いて知りたい方を対象に、しつけ方教室と個別相談を行っています。参加
は無料で、事前申し込みが必要です。 

平成28年度は、しつけ方教室に131名、個別相談に106名の飼い主さん
が参加しました。 

センターの活動 

医療機関や福祉施設などで動物とのふれあいなどを行うための動物介在活動犬（セラピードッ
ク）の育成・譲渡をしています。 

平成28年度は、シーズーMixの「ぽん」とゴール

デンレトリバーの「ちぃ」が動物介在活動犬として
老人福祉施設に巣立っていきました。 

現在、トイプードルの「ハウル」と柴犬の「もみじ」
が、動物介在活動犬として特訓中（譲渡予定）で
す。 「ぽん」 「ちぃ」 

飼い主のいない猫により生じる地域でのトラブルを解消するため、自治
会などで行う地域猫活動を支援しています。自治会などでの地域猫活
動の説明や地域猫の不妊・去勢手術を無料で行っています。 
平成28年度は、6自治体で79頭の地域猫に不妊・去勢手術を実施しま
した。 

地域猫は耳をカットしています 

 


